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と
い
う
。）の
た
め
に
使
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
公
職

の
候
補
者
一
人
に
つ
い
て
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用

す
る
事
務
員
、
専
ら
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
又
は
船
舶
の
上
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
者
及
び
専
ら
手
話
通
訳
の
た
め
に
使

用
す
る
者
と
併
せ
て
一
日
五
〇
人
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
各
選
挙
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
員
数
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
選
挙
管
理

委
員
会
が
定
め
る
額
の
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
七
条
の
二
第
二
項
関

係
）衆

議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
い
て

は
、
候
補
者
届
出
政
党
は
、
選
挙
運
動
に
従
事
す
る

者
の
う
ち
、
専
ら
要
約
筆
記
の
た
め
に
使
用
す
る
者

に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
額
の
報
酬
を
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
七
条
の
二
第

三
項
関
係
）

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
い
て

は
、
衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
は
、
選
挙
運
動
に
従

事
す
る
者
の
う
ち
、
専
ら
要
約
筆
記
の
た
め
に
使
用

す
る
者
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
額
の
報
酬
を
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
七
条

の
二
第
四
項
関
係
）

３

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
に
つ
い
て
は
、
公
布

の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

４

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
の
準
用

３

の
助
成
金
に
つ
い
て
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算

の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
を
準
用
す
る
も
の
と

し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

５

区
分
経
理

機
構
は
、
３
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び

こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
し
、
経
理
を
区
分
し
、

勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
一
二
条
関
係
）

６

罰
則

２
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
一
条

関
係
）

７

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

二

家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
関
係

１

成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵
便
物
等
の
配
達
の
嘱

託
及
び
そ
の
嘱
託
の
取
消
し
又
は
変
更
の
審
判
事
件

の
手
続
に
つ
い
て
、
手
続
行
為
能
力
、
陳
述
及
び
意

見
の
聴
取
並
び
に
審
判
の
告
知
等
に
関
す
る
規
定
を

設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
八
条
、
第
一
二
〇
条

第
一
項
、
第
一
二
二
条
、
第
一
二
三
条
第
一
項
、
第

一
二
三
条
の
二
及
び
別
表
第
一
関
係
）

２

成
年
被
後
見
人
の
死
亡
後
の
死
体
の
火
葬
又
は
埋

葬
に
関
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
相
続
財
産
の
保
存

に
必
要
な
行
為
に
つ
い
て
の
許
可
の
審
判
事
件
の
手

続
に
つ
い
て
、
管
轄
及
び
即
時
抗
告
に
関
す
る
規
定

を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
七
条
第
二
項
、
第

一
二
三
条
第
一
項
及
び
別
表
第
一
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
法
律
第
二
六
号
）（
環
境
省
）

１

機
構
の
目
的

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
（
以
下「
機
構
」

と
い
う
。）の
目
的
規
定
に
、
研
究
機
関
の
能
力
を
活
用

し
て
行
う
環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
及
び
技
術
開
発

に
係
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関

係
）

２

秘
密
保
持
義
務
規
定
の
新
設

機
構
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に

あ
っ
た
者
は
、
３
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に

係
る
職
務
に
関
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら

し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
八

条
の
二
関
係
）

３

業
務
の
範
囲

機
構
の
業
務
の
範
囲
に
次
の
も
の
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
一
項
関
係
）

大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人
そ
の
他
の
研
究
機
関

の
能
力
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
効
果
的

な
実
施
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
保
全
に
関
す

る
研
究
及
び
技
術
開
発
の
実
施

に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
成
果
の
普
及
、
及
び
そ

の
活
用
の
促
進

環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
及
び
技
術
開
発
に
関

す
る
助
成
金
の
交
付

◇
成
年
後
見
の
事
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
民
法
及
び

家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

二
七
号
）（
法
務
省
）

一

民
法
の
一
部
改
正
関
係

１

成
年
後
見
人
に
よ
る
郵
便
物
等
の
管
理

家
庭
裁
判
所
は
、
成
年
後
見
人
が
そ
の
事
務
を

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
成
年
後
見
人
の
請
求
に
よ
り
、
信
書
の
送
達

の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
六
箇
月
を
超
え
な
い

期
間
を
定
め
て
、
成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵
便

物
等
を
成
年
後
見
人
に
配
達
す
べ
き
旨
を
嘱
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
六
〇
条
の

二
関
係
）

成
年
後
見
人
は
、
成
年
被
後
見
人
に
宛
て
た
郵

便
物
等
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
開
い
て

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
成
年
後
見
人
の

事
務
に
関
し
な
い
郵
便
物
等
は
速
や
か
に
成
年
被

後
見
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
八
六
〇
条
の
三
関
係
）

２

成
年
被
後
見
人
の
死
亡
後
の
成
年
後
見
人
の
権
限

成
年
後
見
人
は
、
成
年
被
後
見
人
が
死
亡
し
た
場

合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
成
年
被
後
見

人
の
相
続
人
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と

き
を
除
き
、
相
続
人
が
相
続
財
産
を
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
に
至
る
ま
で
、
相
続
財
産
に
属
す
る
債
務

（
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
弁
済

等
の
一
定
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
、
そ
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

八
七
三
条
の
二
関
係
）
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